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【図表１－１ 主要国の国際競争力順位の推移】

■出典 世界の統計２００９（総務省統計局）

世界名目ＧＤＰに占める各国シェアの推移
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【図表１－２ 世界名目ＧＤＰに占めるシェアの推移】

資料４－３
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1960 1970 1980 1990 2000 2005 2006

エネルギー自給率 57% 14% 6% 5% 4% 4% 4%

（原子力含む） (57%) (14%) (12%) (16%) (19%) (18%) (19%)
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■出典 「平成 20 年度 エネルギーに関する年次報告書」（経済産業省）

【図表１－３ 日本のエネルギー総供給構成及び自給率の推移】

■出典 茨城県ＨＰより
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○製造品出荷額等（2007 年）

■出典；工業統計（経済産業省）

（引用：県都市計画マスタープラン）

◆つくばにおける科学技術の集積

・国等の試験研究機関（102 機関）のうち 31 機関（30.4%）

民間を合わせると約 300 の研究機関が集積

・研究者数 20,739 人，うち日本人 16,011 人

（博士号取得者 5,389 人），外国人 4,728 人（H20.1）

◆東海地区における科学技術の集積

・研究者数 2,800 人

（外国 168 人，博士号取得者約 1,000 人）

・原研東海 469 人，原研那珂 163 人，

サイクル東海 203 人，サイクル大洗 214 人等

【図表１－４ 産業集積状況】
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工場立地動向（H21上期(1月～6月）
実績 前年同期比 前期比

全国 631ha △35％ △48％
茨城県 31ha △40％ △56％
全国 434件 △47％ △46％
茨城県 22件 △37％ △50％

面積

件数
■出典 工場立地動向調査（経済産業省）
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【出典】工場立地動向調査（経済産業省）

千㎡

高速道路ICからの距離別立地件数

5～10km
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23%

10～20km
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12%

20km以上

115件
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55%

（注）国内で立地関連投資を計画する企業 1,286 社に聞いている。

(資料）帝国データバンク「企業立地に関する意向調査」（平成 17 年）
■出典 国土交通省白書（2009） （注）対象：平成 20 年１～12 月に新規に立地した工場

■出典 工場立地動向調査（平成 20 年）（経済産業省）

【図表２－３ 企業の立地要因等】

【図表２－２ 茨城県の工場立地動向の推移（面積・件数）】

【図表２－１ 過去 10 年間（H11～H20）の工場立地面積・件数】
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■出典：発注企業実態調査結果報告書(平成 20 年度)（(財)茨城県中小企業振興公社）

【図表２－６ 県内発注企業の生産動向等(H20 年度)】

■出典 ものづくり白書（経済産業省）

■出典：総務省「事業所・企業統計調査」より
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【図表２－４ 開廃業率】

【図表２－５ 資金繰りＤＩの推移】
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主要地場産業の組合員数
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■出典：中小企業庁：全国中小企業団体通王会「産地の実態」（H10～H16） 茨城県産地概況調査（H17～H20）

【図表２－７ 地場産業の組合員数・生産高】

【図表２－８ 商店街が直面する問題点】

■出典：平成 20 年度 商店街実態調査（茨城県調べ）
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【図表３－１ 農業産出額の推移】
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■出典：農林水産統計

【図表３－２ 農業就業人口等の推移】

■出典 平成 20 年度県民世論調査（茨城県）

【図表３－３ 食の安全に対する不安】
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■出典：国勢調査

【図表３－４ 林業従事者及び木材価格の推移】
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【図表３－５ 森林の状況】

間伐面積の推移；ha
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海面漁業生産
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【図表３－７ 内水面漁業の状況】

鳥獣類農作物被害状況
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【図表３－８ 鳥獣類農作物被害状況】

【図表３－６ 海面漁業の状況】
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■出典 ものづくり白書（経済産業省）

【図表４－２ 経営課題と求められる中核人材】

【図表４－１ 就業者に占める若年者・高齢者の割合】

■出典 ものづくり白書（経済産業省）
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【図表４－６離職率】

■出典 ものづくり白書（経済産業省）

■出典 茨城県金融概況（H21.12.7）

【図表４－３有効求人倍率】 【図表４－４大卒就職率・高卒就職内定率】

■出典 厚生労働白書《資料：労働力調査（総務省統計局）》

【図表４－５ フリーター・ニート（若年無業者）数の推移】

※若年無業者：15～34 歳の非労働力人口のうち，家事も通学もしていない者



第１章 第４項 産業を支える人材の育成と就業の促進 3/3

【図表４－８ 女性労働力率の推移(年齢階層別)】

■出典 ものづくり白書（経済産業省） 資料 労働力調査（経済産業省）

【図表４－７ 女性従業者の推移（製造業）】

■出典

平成 21 年度

男女共同参画白書

■出典

平成 20 年度

男女共同参画年次報告書

(茨城県)
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■出典 観光白書（平成 21 年版） （資料：法務省資料に基づき国交省作成）

【図表５－２ 訪日外国人旅行者数の推移（上位 5 カ国）】

【図表５－１訪日外国人旅行者数及び日本人海外旅行者数の推移】
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■出典 観光白書（平成 21 年版）に基づき茨城県作成
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【図表５－３ 訪日外国人旅行者の割合（平成 20年）】
《上位 12 カ国，州別・国・地域別》

【図表５－４ 外国人旅行者来訪者数推計値(平成 19年)】
《上位５都府県及び近隣県》

※暦年外国人旅行者訪問者数（国際観光振興機構調べ）に各年度の訪問率を乗じて算出

■出典 観光白書（平成 21 年版）
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【図表５－５我が国の航空需要（旅客）の予測】
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■出典 国土交通省交通政策審議会資料
（注）・2005 年は実績値（国内は航空輸送統計年報，国際は空港管理状況調書より），

・2012 年と 2017 年は予測値，2022 年と 2027 年は参考値（いずれも国土交通省作成）

【図表５－６首都圏における航空需要予測（昼間時間帯）】

国際線予測
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【図表５－７ 茨城空港アクセス時間】
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【図表５－８ 本県の主な観光資源】

<出典>茨城県観光振興基本計画（茨城県）
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■出典 県政世論調査（平成 21 年 9 月）

【図表５－１０茨城の観光・レクリエーション】

■出典 観光客動態調査（平成 20 年度）

【図表５－９ 訪問目的別構成比】

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

文化施設・史跡めぐり

海水浴・スポーツ・レクリエーション

行祭事・イベント

自然観賞

買い物

体験型観光（果樹狩り・工芸など）

温泉
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【図表５－１２ 主要国の国際競争力順位の推移】

その他, 16.3%

19.3%

6.0%

29.9%
15.7%

29.1%

中東 13.0%

EU

11.7%

米国 13.9%

アジア 45.0%

日本の貿易総額

（輸出＋輸入）

１６０兆円

（２００８年）

内側：1988年

外側：2008 年

■出典 「貿易統計」 財務省により作成

【図表５－１１ 日本との地域別貿易総額（輸出入額）割合の年比較】
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■出典
我が国産業の国際競争力強化等を図るための今

後の港湾政策のあり方（平成 20 年 4月 11 日）

【図表５－１３ 船舶の大型化等】

【輸入】

順 位

港湾名 ト ン 数 港湾名 ト ン 数 港湾名 ト ン 数 港湾名 ト ン 数 港湾名 ト ン 数

1 千 葉 31,798 北 九 州 10,063 水 島 16,763 鹿 島 3,211 横 浜 993

2 喜 入 31,023 衣 浦 9,234 木 更 津 15,452 名 古 屋 1,731 神 戸 679

3 川 崎 20,509 福 山 9,172 福 山 15,397 志 布 志 1,654 鹿 島 674

4 水 島 19,647 松 浦 7,580 大 分 13,555 水 島 1,458 水 島 456

5 四 日 市 16,893 水 島 7,566 鹿 島 13,445 衣 浦 1,195 名 古 屋 217

6 堺 泉 北 11,450 木 更 津 7,536 東 播 磨 13,237 八 戸 1,035 清 水 港 205

7 名 古 屋 8,892 橘 7,520 名 古 屋 10,456 鹿 児 島 872 博 多 192

8 鹿 島 8,303 鹿 島 7,466 北 九 州 8,598 神 戸 852 苫 小 牧 32

9 和歌山下津 7,821 徳 山 下 松 6,465 川 崎 7,385 釧 路 804 鹿 児 島 17

10 徳 山 下 松 6,966 名 古 屋 6,216 千 葉 7,036 苫 小 牧 656 八 戸 12

全国計 211,640 177,419 136,780 16,986 4,398

（単位：千トン）

原 油 石 炭 とうもろこし 豆類鉄鉱石

■出典 平成 19 年港湾統計年報

【バルク貨物輸入状況（鹿島港）】
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■出典：我が国産業の国際競争力強化等を図るための

今後の港湾政策のあり方（平成 20 年 4 月 11 日）

【図表５－１４輸入手続きの所要時間】

北関東貨物利用港湾
（輸出入計）

茨城港,

1 .0%
その他,

2 .0%

横浜港,

29 .6%

東京港,

67 .4%

東京港 横浜港 茨城港 その他

【図表５－１５ 北関東地域の貨物の動向】

北関東貨物の輸入元

アジア,
75 .5%

北米,
13 .3%

欧州,
6.7%

その他,
4 .5%

アジア 北米 欧州 その他

北関東貨物の輸出先

アジア,
61 .1%

北米,
21 .1%

欧州,
13 .0%

その他,
4.7%

アジア 北米 欧州 その他

■出典 北関東発着コンテナ貨物量調査（国交省調べ) (H20.11)
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【図表５－１６ 広域交通ネットワーク】

日 立

水 戸

鹿 嶋

筑 西

土 浦
つくば

43.5分

43.5分

64.5分

95.0分

55.0分

63.0分

65.5分

76.5分
101.0分

101.0分

88.5分

96.0分

55.0分

82.5分

63.0分

63.0分

70.0分

70.0分

100.0分

159.0分

下段：H19.5現在

【都市間移動時間】

上段：H21.3現在

※地域間の所要時間については，
一般道は一般国道に係る旅行速度等の調査（H19.5 調査）
高速道路については，ネクスコ東日本のホームページの数値を用いて算出した。

○県内主要都市間の移動時間○北関東自動車道の県内区間開通後の状況

観光施設等 入込客数 （前年増減）

笠間陶炎祭 302,500人 (20,100人増 107.1%)

国営ひたち海浜公園 292,899人 (61,467人増 126.6%)

アクアワールド大洗 90,988人 ( 6,214人増 107.3%）

※GW期間（4/ 25～5/6）

平成21年GW期間中の北関道沿線観光地入込客数

IC等の名称

笠間西IC
＝ ← 16,334台/日 （212％増）

友部IC
＝ ← 18,493台/日 （177％増）

友部JCT
＝ ← 24,079台/日 （119％増）

茨城町西IC
＝ ← 22,071台/日 （119％増）

茨城町東IC
＝ ← 15,637台/日 （122％増）

水戸南IC
＝ ← 12,673台/日 （119％増）

水戸大洗IC

北関東自動車道交通量（H21.11分）

交通量(前年比）

高速道路ICからの距離別立地件数

5～10km
281件

23%

10～20km

139件

12%

20km以上

115件

10%

0～5km

673件

55%

（注）国内で立地関連投資を計画する企業 1,286 社に聞いている。
(資料）帝国データバンク「企業立地に関する意向調査」（平成 17 年）
■出典 国土交通省白書（2009） （注）対象：平成 20 年１～12 月に新規に立地した工場

■出典 工場立地動向調査（平成 20 年）（経済産業省）

○企業の立地要因等
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【図表５－１８ 茨城県の旅客輸送の推移】

94,911 101,248 110,325 123,927 126,216 111,580 99,251

23,912 21,716
21,621

24,276 26,024
21,411

17,467

188,203
157,033

118,225 97,303 76,485

54,347

39,752

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005

（千人）

乗合バス

民鉄

ＪＲ

【茨城県の旅客輸送の推移】
<出典>数字で見る関東の運輸の動き（財団法人運輸振興協会）

年度 年間輸送人員 営業日数
一日当たり

輸送人員

平成 17 年度 3,469 万人 220 日 150 千人

平成 18 年度 7,069 万人 365 日 195 千人

平成 19 年度 8,485 万人 366 日 234 千人

平成 20 年度 9,321 万人 365 日 257 千人

年度 輸送人員

平成17年度 489,014

平成18年度 476,309

平成19年度 483,207

【図表５－１７つくばエクスプレスの輸送人員】

【ＪＲ常磐線の年間輸送人員】

■出典 首都圏新都市鉄道(株) 営業実績

■出典 数字で見る関東の運輸の動き（(財)運輸振興協会）

(単位千人)

【図表５－１９

いばらきブロードバンドネットワーク利用イメージ図】

【図表５－２０】

個人のインターネット利用者数及び人口普及率の推移】

1,155
1,694

2,706

4,708

5,593

6,942

7,730
7,948

8,529
8,754 8,811

9,091

73.0

66.8
62.3

60.6

54.5

9.2
13.4

21.4

37.1

44.0

68.5

75.3

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

H9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

(万人)

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0
(%)

インターネット利用者数 人口普及率

■出典 「平成 20 年 通信利用動向調査（世帯編）」 総務省

【定住，二地域居住※の願望の有無（2005 年：全国）】
<出典>都市と農村の共生・対流に関する世論調査（内閣府）

33.3
35.8 36.2

45.5
41.4

28.7

37.6

30.3

17 15.9

28.5

20

13.4

20.6

0

10

20

30

40

50

20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 総数

（％）

二地域居住の願望がある 定住の願望がある

【図表５－２１地域居住について】



第１章 第６項 いばらきブランドの確立 1/1

【図表６－１ 茨城県のイメージに関するアンケート調査結果（茨城県調べ）】

調査時期：平成１９年１２月～平成２０年１月
調査方法：インターネット
調査地域：首都圏，北海道，大阪，福岡，沖縄 4,500人

県民 500人
調査内容：本県のイメージ，本県及び地域資源の評価など

経験値
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調査時期：平成１９年１２月～平成２０年１月
調査方法：インターネット
調査地域：首都圏，北海道，大阪，福岡，沖縄 4,500人

県民 500人
調査内容：本県のイメージ，本県及び地域資源の評価など
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【参考：ブランドに関する調査（民間）における茨城県順位】

○日経リサーチ 地域ブランド戦略サーベイ （06 年）44 位（08 年）45 位

○(株)ブランド総合研究所 地域ブランド調査 2009 47 位（魅力度）

■観光客動態調査（平成 20 年度）

【図表６－２ 観光満足度】

観光満足度（総合評価）の推移
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